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京都府向⽇市でエリア初、 

環境配慮型の⽊造の⾃動⾞整備⼯場が竣⼯ 
 

２⽉２３⽇（⽔・祝）に竣⼯式を実施 
同⽇に事業者向けの内覧会を開催いたします 

 
株式会社リヴ（本社：京都府向⽇市寺⼾町七ノ坪141、代表取締役：波夛野賢）は、令和４年２⽉２３⽇、京
都府向⽇市にて、地域初の試みとなる⽊造⾃動⾞整備⼯場「岡⽥⾃動⾞株式会社 社屋」の竣⼯式・内覧会を
⾏います。 
カーボンニュートラルに向け、環境に配慮し、持続可能な社会の担い⼿となる⾃動⾞整備⼯場を⽬指して⽊
造で建築しています。また⼯場だからこそ求められた⾼い耐⽕性能も確保しています。構造は、⼀般的な⽊
造軸組み⼯法で、吹き抜け空間や広い間⼝に対応するため、⼤断⾯集成材を使⽤しました。加えて内部でも
⽊材を感じられる内装・インテリアを施しています。 
他⽅、農林⽔産省が今後の国内産⽊材の普及促進のために⾏われているＪＡＳ構造材個別実証⽀援事業に採
択されています。 
 
＜主な特⻑＞ 
 
②  ⽊造２階建て、延べ⾯積５０７．８１㎡の⾃動⾞整備⼯場 兼 新社屋。 
② ⽕気等を使⽤する⼯場を、⾼い耐⽕性能を確保し⽊造建築で施⼯する、地域初の施⼯事例。 
③ 躯体を⽊造にすることで、建築時のＣＯ２の発⽣を同規模の鉄⾻造に⽐べて１／３、鉄筋コンクリート造

に⽐べて１／４に抑制することができる。他、⼤気汚染物質の発⽣抑制、⽔質汚染物質の発⽣抑制にも効
果がある。またリヴは⽊造の建築および普及について「ＳＤＧｓ」認証を受けている。(11項⽬) 

④ 農林⽔産省（林野庁）「ＪＡＳ構造材個別実証⽀援事業」に認定。 



⑤ 建物には、１階に⾃動⾞整備スペースを吹き抜けで配置、合わせて１・２階に事務所や商談スペースなど
を設置。 

⑥ 構造は、⽊造軸組み⼯法(在来⼯法)、⼤断⾯集成材を使⽤して⼯場の吹き抜け空間や⾞両の出⼊り⼝の間
⼝スパンを確保。 

⑦ ⽊造建築であることを意識し、内装にも部分的に⽊質化を計画。 
 
 
以下解説となります。 
① 
⽊造化における最⼤の理由は、地域・地球全体からみたサスティナビリティ(維持管理性)の⾼さである。材 
料の製作時(伐採、乾燥、加⼯)において、伐採地と近い場所でそれぞれを⾏うことで、ＣＯ２発⽣の少ない 
建築となる。 
また、⽊材は鉄⾻、コンクリートに⽐べて強度が⻑く維持されることでも知られていて、⻑寿命な建築にも 
⽋かせない材料となっている。 
森林の伐採においても、成⻑が⼀段落した⼤型樹⽊を建材とし、伐採後に成⻑⼒（ＣＯ２吸収⼒）の⾼い若 
⽊を植えることで、地球環境においてもいい循環を⽣み、⼟砂崩れなど、地盤保持⼒の弱った森林の保全に 
も役⽴つ。 
 
② 
⾼い耐⽕性能を確保することは、⽊造でも⽇常で⾏っていることであり、ほとんどの⽤途の建物は⽊造で建 
築できることを広く知っていただきたい。 
 
③ 
⽊造建築物の環境効果は、様々な調査が進んでいる。 
⼤気・⽔質汚染物質に対する調査は、カナダ林産業審議会(ＣＯＦＩ)調べ(アシーナプロジェクト) 
建築時ＣＯ２放出量については、林野庁調べ。 
 
④ 
本事業は、低層の⼾建て住宅を除く建築物(施主が国以外)において、構造部分にＪＡＳ構造材を利⽤するこ 
とを通じて、設計、調達、施⼯時等におけるＪＡＳ構造材の利⽤に関する課題の抽出、改善策の提案などを 
⾏うもの。国の考え⽅として、今後、⼈⼝減に伴う住宅着⼯⼾数の減少が⾒込まれる中で、輸⼊材に押され 
ている⽇本国内の⽊材需要の拡⼤を図るには、現在⽊造率が低位な⾮住宅分野を中⼼に開拓することが必要 
である。このため、構造計算に対応が出来る⽊材の需要及び供給を拡⼤することが急務であり、特に格付実 
績の低位な無垢材等のＪＡＳ製品の活⽤に向けた取組が重要。 
 
⑤ 
建物は、１階は⾃動⾞整備⼯場を吹き抜けで配置し、合わせて１・２階には事務所や商談スペースを設け 
る。オフィスはフロア中央に吹き抜けのらせん階段を設けて事務所と商談スペースをゾーニングしている。 



⑥ 
構造には、⽊造軸組み⼯法(在来⼯法)を使⽤し、⼯場内は広い空間が必要となるため、⼤断⾯集成材を使⽤ 
して対応した。⼀⽅、普及型の⼯法をベースにすることで、コストの上昇を抑えた。 
 
⑦ 
⽊造建築であることを意識して、建物内装にも⽊質化を施す計画とした。環境に配慮した建物であることを 
ＰＲするとともに、お客様への安息効果も⽬指す。 
具体的には、主にお客様が使⽤する造作カウンター等に⽊材を活⽤。 

 
                                                
<⼤型⽊造建築の価値> 
 
株式会社リヴは「関⻄初の⽊造 5 階建て⽊造ビル（⾃社ビル）」や「⽇本初の 5 階建て⽊造ホテル」など多
数の実績がある。 
⽊造ビルの普及は SDGsの 10項⽬と⼀致し、森を守ること、地域経済が成⻑すること、気候変動への対策
などで、SDGsの達成に貢献する。 
⼤型⽊造建築のノウハウを全国に発信し、地域の⼯務店を⽀援する「地産⽊造ビル推進本舗」事業により、
地域環境保全・地域経済発展の動きを全国に広めたいと考えている。 
 
地域社会 
⽊材を地産地消することで、快適な暮らしと新しい雇⽤を与え街と⼈を育てます。 
地球環境 
CO2 を吸収し貯蔵させる⽊造ビルを普及させることで地球温暖化を防ぎます。 
地産⽊材 
豊かに成⻑した⽇本の樹⽊を活⽤することで、⼤地の恵みである森林を守ります。 
ブランディング 
街の発展に貢献し、建てることで栄誉を感じられる⽊造ビルは町の財産となります。 

 



 

↑外観※建設中 
↓令和３年１１⽉１８⽇に実施された構造体⾒学会の様⼦（向⽇市⻑も視察に来られました） 

  

  



＜内覧会のご案内＞ 
⽇時  ： 令和４年２⽉２３⽇（⽔・祝）１３：３０〜１５：0０ 
建築地 ： 京都府向⽇市鶏冠井町清⽔１ (国道 171号沿い) 
※取材の際はご案内いたしますので、ご連絡ください。 
 
 
＜当案内に対するお問い合わせ＞ 
株式会社リヴ 
〒６１７−０００２ 京都府向⽇市寺⼾町七ノ坪１４１ 
TEL：０７５−９２４−０２１１  FAX：０７５−９２４−０２１２ 
担当：市 川 宣 広 
Mail：liv_design_office@yahoo.co.jp 
携帯：０９０−２０６０−２８３８ 
 
＜株式会社リヴホームページ＞ 
https://liv-r.co.jp/ 
<『地産⽊造ビル推進本舗』事業ホームページ> 
http://chisan-mokuzo.jp/ 


